
令和３年度九州ブロックにおける災害廃棄物処理計画作製及び改定支援等業務【改定支援】

災害廃棄物発生量及び処理可能量推計等の検討フロー 処理計画改定における検討内容と業務プロセスのイメージ

県 名 市町村名

福岡県 福岡市、大野城市、新宮町、みやこ町

佐賀県 伊万里市、鹿島市、小城市、玄海町

熊本県 八代市、人吉市、山都町、球磨村

大分県 大分市、日田市

宮崎県 新富町、門川町

鹿児島県 枕崎市、奄美市

対象自治体（18自治体）

本業務は、既に処理計画を策定済みの市町村に対して、近年の大規模水害等による新たな知見を加え、見直しを行う
ことで、より実行性の高い処理計画改定に資する支援を行い、災害時における自治体の対応力強化を図ることを目的と
して実施した。対象の18自治体に対し実施した災害廃棄物処理に関する事前アンケート結果や、（１）基礎データや状
況の変化（２）廃棄物・リサイクル分野の気候変動適応に関する改定事項の検討（３）近年の災害に関する情報収集の
３つを軸に検討を行い、被災自治体からのヒアリング結果や事務局で得た情報や知見等を加え改定計画（案）をまとめ
た。

処理計画改定案の作成


